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(Professional Development SchooD を参考とする。
( 3 )学校改善に関する事例を収集、分類、考察して、学校実践の参考となるケースを蓄積す
る。
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第7章小学校における学校評倍実践
(1 )学校教育自己診断を通してみえてきたこと・箕面市立西小学校 田中直樹(1 ) 
(2)学校教育自己診断と学校づくり堺市立土師小学校 鯵坂農子(2 ) 
(3)学校教育自己診断を支えるビジョンとマネジメント 大野裕己(3 ) 
第8章中学校における学校評価実践
(1 )学校教育自己診断を学校改善に生かす-豊中市立第一中学校 大友庸好(1 ) 
(2)学校教育自己診断と学校経営高槻市立)1西中学校 浦岸英雄(2 ) 
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沿いながら、具体的な連携方策として、 r1 .学校のニーズに応える教員養成を行うJr 2.教員を
希望する学生を学校に受け入れるJr 3 .大学との連携により教員採用選考を改善するJr 4.大学





について述べている。 r( 1 )高校生を対象に多様な学習機会を提供する連携の取り組みJとして f受
け入れ講義jや「出前講義jなどがある。 r(2)大学生のスクール・インターンシップによる連携
の取り組みj では、大学生が小中学校、高校において f教科学習の補助j、「学級活動・学年活動の
補助jなどを行っている。 r( 3 )小・中・高等学校の『教員向け研修講座』連携の取り組みjでは、
夏季休業中の「教職員自主研修支援大学等オープン講座jがある。 r(4)教員の大学と高校の相互























































学 第二部 実践学校教育講座)として、平成 16年度は専門職開発学校として小学校を 1"'2校予
定している(大坂教育大学スクールリーダープロジェクト『スクールリーダーセミナ-2004 学校
づくりの思想と技術一学校評価を軸に-~ 2004年8丹、 133頁)。本書評者が上で述べたようなコラ
ボレーションの理論は、学校、教育委員会、大学の三者の連携の実践と併行して着実に取り組まれ
ているといえるだろう。長尾氏が述べているように、 fつまりは、教育現場(教育委員会)との連携
とコラボレーションにより、大学における研究と教育の在り方そのものが見直され、改革されてい
くといったことが今後の課題とされていくべきなのであろうJ(18 頁)。本書評者も、大阪教育大
学と大阪府教育委員会の着実な取り組みに敬意を表しつつ、今後もその動向に着呂していきたい。
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